
校名（案）一覧

（仮称）尾花沢市統合小学校　校名（案）一覧 

 

１．提案された校名（案）とその理由 

 校名案 理由

 

尾花沢

・尾花沢で唯一の小学校になるので市の名前がついている方が良い。 

・わかりやすさ。年数が経っても違和感がない。 

・尾花沢市に一つだけの小学校になるので、シンプルに。 

・今までどおり尾花沢を入れたいと思ったから。 

・市内唯一の小学校になるので、市の名前を背負った校名がシンプルで分かりやすく良い。 

・これまで通った学校と同じ名前が良い。 

・「尾花沢市」に１つしか小学校がないのであれば「尾花沢小学校」で良いと思う。余計な単

語は付けなくて良い。 

・尾花沢市で唯一の小学校となるから。 

・そのままでいい。 

・変に名前を変えなくてもいいと思う。 

・分かりやすいのが一番良いと思ったから。 

・長年この名前で続いているから変える理由はないです。 

・尾花沢小の名前をなくさないでほしい。 

・尾花沢唯一の小学校となるため「尾花沢」の名前を残した小学校名が良いと思う。 

・尾花沢市の小学校だから。 

・尾花沢小学校と牛房野小学校が統合化されて尾花沢小学校となったように。 

・いままでどおりで尾花沢小学校でいいと思う。 

・地域の名前を使用した方が愛着を感じるから。 

・尾花沢市の学校だから。 

・５つの地域の小学校が一つになるにあたって共通する地域の名称がよい。 

・尾花沢市の小学校であること、地域の分かる名称が良いと思う。統合とはいえ、伝統を残

していきたい。 

・みんな尾花沢市民なので、そのまま尾花沢小学校がいいです。 

・市を冠した学校名にすべき。 

・地名を残すべき。 

・花笠の町、スイカの町に合う校名。 

・尾花沢市に１校の小学校。シンプルに。市外の人にも分かりやすい。書きやすい。 

・尾花沢の唯一の小学校だから。どこの小学校なのかわからない名前より、わかりやすい名

前の方が良い。 

・尾花沢に１校の統合小学校だから。 

・他市町村の方からも尾花沢の小学校だということが分かりやすいのが良いのではないか。 

・尾花沢市にあるから。 

・尾花沢小学校以外、考えられない。 

・地域の名前が入った名前がいい。尾花沢に１つの学校だからこそシンプルに「尾花沢小」。

特産物や校風イメージを入れると、知名度が上がるかもしれないが、将来に渡って、愛着を

持ってその名前を呼べないと思われる。尾花沢だから「尾花沢小」が誰にとっても分かりや

資料１



校名（案）一覧

 すい。 

・尾花沢なので、尾花沢の名を残したい（入れたい）と思ったから。 

・ふつうで良いと思うから。 

・そのままでいい、変わらないでほしいため。 

・長年この名前で続いているから、変える理由はないです。 

・尾花沢市に１校になるので、市の名称をそのままで良いと思います。 

・尾花沢市でたった１つの小学校だから、何も足さなくても良いと思う。 

・今まででいいと思う。 

・普通市の名前だから。 

・尾花沢に小学校が１校だけになるので尾花沢小学校が良い。中学校は尾花沢中学校なの

で、「尾花沢」で揃えた方が良い。

 
2 花笠

・市の象徴である「雪とスイカと花笠のまち」、その花笠を学校名に入れて学校の象徴にしてほ

しい。

 3 尾徳

 

4 おばなざわ

・漢字から平がなにしたことで、一新して、市でひとつの小学校としてスタートを切っても

らいたいから。中学校と違い、新しいスタートを切る雰囲気に好感を持ちます。子供達がの

びのび過ごせる小学校の開校に期待します。 

・誰からも尾花沢の小学校であることが分かり、浸透しやすい。ひらがなにした方がやさし

く柔らかく小学校のイメージに合う。吸収合併したように思われてしまう（漢字の）尾花沢

小学校より、覚えやすく、合併前の５つの小学校を表す５文字のひらがなにした方が新しい

小学校に相応しいのではないかと考えた。 

お⇒尾小、ば（は）⇒福小、な⇒玉小（同じな行）、ざ⇒宮小、わ⇒ときわ 

全部で 23 画。独立運がある画数で、ある説ではスーパーウルトラ大吉というものらしい。 

・吸収合併されたと思われないように今ある学校名（表記）は使わない方がいい。

 5 徳良 ・花笠踊りの発祥の地、市の象徴である徳良湖を入れることが望ましい。

 

6

尾花沢花笠 

尾花沢はなが

さ

・尾花沢小＋α　何かをつけてパワーアップな名前にしたいと思った時に思い浮かんだのが

「花がさ」。 

・花笠おどり発祥の地で分かりやすいので。 

・花笠が有名だから入れたほうがいい。 

・花笠発祥の地だから。知名度を上げたいから。

 
7

雪華 
（せっか）

・雪の結晶を意味する雪華を使用し、雪の美しさと子供たちそれぞれの個性を象徴してい

る。

 
8

花笠の郷 
（さと）

・花笠の生まれた故郷であることが感じられる。

 
9

五葉 
（ごよう）

・それぞれの小学校を一枚の若葉と捉え、統合の経緯が分かるように。

 10 おばね

 11 悠美

 12 尾５
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13 統合

・改めて校名を考えなくても。市内地区の小学校を統合した学校となるので名称もそのまま

で良いのでは。 
・シンプルでわかりやすく良いと思います。 
・いろいろ考えましたが、一番シンプルでまとまりがある。

 14 南 ・尾花沢の南側にあるから。

 
15 花笠尾花沢

・尾花沢をアピールできる校名にすべき。 

・尾花沢を表すのに花笠が一番。

 

16 尾花沢中央

・尾花沢全域から集まるか為 
・市内５つの小学校が１つに統合され、市の中心となり明るく元気であってほしい。また学

校にたくさんの人が自然に集まり合えるようになってほしいから。

 

17 おもだか

・尾花沢小学校の校歌より。また、近くを流れるおもだか沢の名前でもある。 
・尾花沢小学校の校章に使われておりなじみがあり、素朴でたくましい小学生像に近しいと思

ったため。

 18 はなさき ・理由は、はながさいている小学校だからです。

 
19

白雪 
（しろゆき）

・雪国の子供たちが集まる。新しい学校へ降り積もる雪を想像して付けた。

 
20

大羽 

（おばね）
・子供達に大きく希望を持って羽ばたけるように。

 21 ひかり ・尾花沢が光り輝く学校となるように。

 
22

希望 
（のぞみ）

・尾花沢の未来に希望が持てるように。

 
23 未来

・尾花沢市内に住む子ども達の未来がより良いものとなるように願いを込めて。 
・未来を創造し、学べる場となりますように。

 24 新・尾花沢 ・新しい尾小だから。

 25 みちのく

 26 若葉 ・若葉町に建つ小学校だから。

 
27 さくら

・みんなが優しい気持ちで過ごせるように。春に咲く花でスタートがよいもので始められる

ように。

 28 長花 ・みんな花のようにすごしてほしい

 
29

花雪 
（はなゆき）

・尾花沢らしさと美しい響きとイメージが良いのではないか。

 30 五小学校 ・５つの小学校が集まって出来るから。

 31 五つ葉

 32 五所川原 ・５つの学校が合わさってできるから。

 33 五つ子 ・５校の小学校

 
34 森の

・他の地域からの移住目的。現状維持ではなく、尾花沢の未来を考え他の地域からの移住者

を取り込むような取り組みをしてもらいたい。

 

35 みんなの

・いろいろな子どもがいて当たり前で、一人一人が違うどんな子も通える学校にしたい。現状

維持ではなく、尾花沢の未来を考え他の地域からの移住者を取り込むような取り組みをしても

らいたい。
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２．その他（校名に関する意見等） 

　　・どこの小学校か分からない名前より、分かりやすい名前の方がいい。 
　　・これから統合するにあたり、子供達は今まで（今現在）よりも規模の大きな環境で学んでいくことになると思い

ます。そうすれば、自ずと成長も大きくなることが考えられ、尾花沢から外の世界と接する機会が多くなると

思います。その際、周囲へ「我々は、尾花沢市の小学校である」と、誇れるような校名になればと思っています。

奇をてらったものではなく、シンプルな表現を期待します。 
　　・小中一貫校にする（なる）のであれば、尾花沢学園でもありだとは思います。 
　　・学校の名前にはみんなが気持ちよく思いやりのある、いじわるのない学校になって欲しい。みんなのよいところ

をみとめてほしい。 
　　・地域にふさわしい校名をぜひ考えてください。一生残りますので、奇抜な校名は反対です。 
　　・「すいか小学校」や「花笠小学校」となると、何の、何処の小学校なのか分からないので、決して変なところに

こだわる必要はないと思います。 
　　・特にこだわりはないが、「花笠小学校」などにはしないで欲しい。 

・変わった名前にして、この学校はどんな学校なのかと興味を引くような学校名。ネットで検索して、上位に出

るような学校名が良いのではないか。 
　　・校名が尾花沢小になったとしても、現在の尾小とは違う新しい学校だという思いでスタートがきれるよう、校

章、校歌、運動着は新しいものにしてほしい。福原小に統合になった時は、それらが全て新しくなり、新たな歴

史が始まった経験があるので、「できない」ではなくやっていただきたい。今の尾小に歴史があるのは分かりま

すが、他の小学校にも歴史があります。全ての学校の良さが一つになる良い機会。素晴らしい校歌とともに新

しい歴史を今いる子供達の手で作り上げていけることを期待しています。

 
36 清風

・郷土の偉人に学ぶ（将来への展望、先を読む力、コミュニケーション力、偉ぶらない人

徳。尾花沢市の未来へ清々しい風を。

 37 代官所


